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索引用語 !早期食道癌,早 期胃癌,食 道冒重複癌

はじ3めに 手術 目的にて,昭 和60年 1月 29日入院した。

近年,二 重造影法や内視鏡などの診断技術の進歩 ・    既 往歴 i5～ 6歳時,右 胸膜炎.
普及に伴い,早 期癌の発見される機会が多くなってき   家 族歴 :特記すべきことなし.
た。しかし,食 道に関してはいまだ早期癌の頻度は少   入 院時現症 :身長158cm,体重52kg,栄養状態良好,
なく,第 37回食道疾患研究会 (1984年11月)の 集計で  腹 部平坦。軟,肝 ・陣触知せず,頭 部 リンパ触知せず.
も切除食道癌14,993例中388例を数えるにすぎない。し   入 院時検査成績 :血算,血 液生化学,尿 一般検査,
たがって,早 期胃癌の頻度が比較的高いにもかかわら  PSP,EKGな どの検査に異常は認められなかった。胸
ず,食 道 ・胃の両病変が早期癌である症pllは極めて少  部 X‐Pに て,右 胸膜の肥厚および石灰化が認められ
なく,文 献的に検索した限りではあずかに12例の報告   た 。また,呼 吸機能検査にて,%VC 75.6%,一 秒率
が認められるのみであったll―I幼.埼 玉県立がんセン  71.6%と やや低下しており,軽 度拘束性障害と診断さ
ター腹部外科では,す でに同時性食道 ・胃早期重複癌   れ た.
の 1例を報告している。が, さらに本症の 1例を経験   上 部消化管造影所見 :胸部中部食道 (Im)下方の左
したので,当 科における早期食道癌症例および食道癌   後 壁に長径1.5cm,表在隆起型の病変が存在し,その上
と他臓器との重複癌症例を検討し,あ わせて若干の文   方 は辺縁がやや不明瞭であった(図1).胃 および十二

献的考察を加え, ここに報告する。           指 腸に異常は認められなかった。

症  例               内 視鏡所見 :上門歯列より30cm,9時 方向に,径 約
症711i62歳,男 性.                lcm,表 在隆起型の病変が存在し,その日側に粘膜のび
主訴 :特になし.                  ら んが観察された。ルゴール散布でびらんに一致して

現病歴 i昭和59年10月27日胃検診にて要精検の指示   不 染帯が認められた。胃病変は認められなかった。
を受け,11月 19日他院で内視鏡検査を受けたところ,    超 音波内視鏡所見 :上門歯列より30cmの 左側壁
胃病変は存在せず,食道に隆起性の病変が認められた。   に ,粘 膜下層 (sm)に及がやや低エコーを呈する腫嬉
生検にて扁平上皮癌の診断であった。手術を勧められ,   が 存在した。胃噴門から上縦隔に至るリンパ節に転移
12月3日埼玉県立がんセンターを受診した。諸検査後,   を 思わせる腫脹は認められなかった。
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Computed tOmagraphy(CT)検 査所見 :食道の腫

瘍は描出されなかった。縦隔内および腹腔内に転移を

思わせるリンパ飾は認められなかった。肝右葉前区に
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図1 食 道造影所見 :胸部中部食道 (Im)下方に表在

隆起型の病変が存在した。

径1,9cm,右葉後区に径2.8cmの low density massが

存在 し,造 影剤でよくenhanceされた。血管腫または

転移性腫瘍が疑われた。

腹部超音波検査所見 :肝右葉前区に径22mm,ま た

右葉後区に径18mmの 高エ コーを示す 2つ の spaCe

occupying lesionが存在し,血 管腫 と診断された。腹

腔内には腫大 した リンパ節は存在 しなかった。

選択的血管造影所見 !肝右葉に存在 した腫瘍は腹腔

動脈造影にてhypervascular tumorとして認められ,

肝血管腫の診断であった。

右胸膜炎の既往,右 胸膜の肥厚 と石灰化,呼 吸機能

とくに%VCの 軽度低下が存在し,CTお よび超音波内

視鏡で上縦隔に リンパ節転移が認められない sm癌 と

考えられることから,手 術術式 として左開胸による到

達法を選択することとした。また肝血管腫は切除せず,

経過観察とした。

手術 !昭和60年 2月 14日左開胸 ・開腹,胸 部食道全

摘十胃上部切除,リ ンパ節郭清,胸骨後経路頸部食道・

胃吻合施行.

切除標本肉眼所見

(食道)中部食道に1.OXO.7cmの 表在隆起型病変が

存在 し,そ の日側および肛門側の粘膜に上皮内伸展を

思わせる不整が認められた。ルゴール染色では,同 部

に相当して不染帯が存在した.癌 腫の大きさは上皮内
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伸展部を含めて2.OXl.Ocmで あった (図 2).

(胃)組 織学的には胃上部 (C)後 壁に径2mmの IIc

病変が認められたが,肉眼的には指摘 しえなかった(図

2,矢 印).

手術診断

食道癌,AoN(一 )MoPlo i St I,RI,CIII

胃癌,SoPOHoN(一 ),Stage l,RO,相 対治癒切除

病理組織学的所見

(食道)中分化扁平上皮癌.深達度 sm.ie(十),ly(一),

v(十),n(一).st Oの早期食道癌であった (図3).

(胃)高分化管状腺癌(tubl).深達度 m,lyO,vl,n(一).

stage IのIIc型早期胃癌であった (図4).

術後経過 :軽度の吻合部縫合不全が存在したが軽快

図2 切 除標本肉眼所見

(食道):中 部食道に表在隆起型の病変が存在し,そ

の日偵」及び肛門側の粘膜には上皮肉伸展を思わせる不

整,び らんが認められた。

(胃):肉 眼所見では,胃病変は識別できなかった(矢

印).

図3 病 理組織所見 (食道)'中 分化扁平上皮癌 (HE

染色,×100)

食道 ・胃早期重複癌の1例
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図4 病 理組織所見(胃):高 分化管状腺癌.軽 度の静

脈侵襲も認められた (矢印),(HE染 色,×200)

し,昭 和60年4月28日退院した。術後 9カ 月の現在,

外来通院にて経過観察中,健 在である。

考  察

食道癌の他臓器重複癌については,第 23回食道疾患

研究会(1977年10月)において阿保ら10により集計され

ている。食道癌11,732例中に,同 時性251711(2.1%),

異時性136例 (1.5%)の 他臓器重複癌が集計されてお

り,重 複癌発生臓器としては,胃 が248例 (2.1%)と

76.5%を 占めていた。この うち早期 胃癌 は38例

(15,3%)で あったが,食 道。胃ともに早期癌の症例は

少なく, 5例 を集計したにとどまった。今回の検索で
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も,現 在までに12例の食道 ・胃早期重複癌が報告され

ているにすぎない(表1)。 これは,は じめに述べたよ

うに,食 道における早期癌の頻度が比較的少ないため

と考えららるが,今 後早期癌発見の機会が増えること

によって,急 増することは必至と思われる.

埼玉県立がんセンター腹部外科における食道癌切除

147例中には他臓器重複癌は14211(9.5%)に認められ,

うち胃癌が9例 と多数を占めていた。なかでも早期胃

癌の頻度は9例中6例 と非常に高く,食 道癌切除にあ

たっては胃早期癌を見落すことのないように術前に詳

細な検索を行なう必要がある。また当科における早期

食道癌切除例は12例であり,そ のうち5例 に他臓器重

複癌が存在した (表2)。すでに報告した。食道 ・胃早

期重複癌症例 (表2の症例 2)は ,術 後 8年 8カ 月の

現在健在であり, このような早期痛の長期生存例が今

後増加することを考えあわせると,他 臓器重複癌に一

層注意する必要が生じてきたといえよう。実際,当 科

では早期食道癌切除の 6年 後に肺癌を切除した症例

(表2の症例 1)も 存在している。

以上のように,当 科における食道と他臓器の重複痛

は,阿 保らの集計とほぼ同様の傾向を示したが,さ ら

に高頻度に認められている。しかも早期癌の占める割

合が意外に多く,改 めてこの点に十分注意する必要が

あろう。食道 ・胃早期重複癌報告例の多くは,術 前に

双方の早期癌を診断しているが,大 橋ら1)の指摘する

表 1 食 道 ・胃早期重複癌文献報告例

報告者 年 度 年齢.性

遺食 胃

時 予  後
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ように食道癌に合併した胃早期癌を術前に診断するこ

とは決 して容易ではない。 と くに胃噴門周辺の早期癌

診断は難 しく,本 症例のごとく切除標本でもほとんど

確認できないようなものは,術 前に診断することは極

めて困難である。しかも食道病変があると,内 視鏡検

査に際して直視型内視鏡を用いることもあって,胃 内

の観察がおろそかにかる可能性が高 くなることは事実

である。 し たがって,術 前の内視鏡検査においては,

食道病変の観察のみならず, 胃微細病変の見逃 しを回

避するよう十分心掛けるべきであろう。幸い当科では

再建胃管に生じた胃癌を経験 していないが,幕 内ら10

の集計では12の報告例が認められている。いずれにせ

よ,再 建臓器の使用頻度ならびに他臓器重複癌の頻度

はともに胃が最も高いことを念頭に置いて,術 前検査

を徹底 し,ま た重複癌発生に注意して長期にわた り患

者を経過観察する必要がある。

ま と め

1.食 道,胃 同時性早期重複癌の 1例 を報告した.

2.当 科における食道癌切除147例中14例 (9.5%)に

他臓器重複癌が認められ, これを早期食道癌切除例に

かぎると,12例 中 5例 と極めて高率である。 し たがっ

て,早 期食道癌 といえども,他臓器重複癌に留意して,

術前の十分な検索 と術後の長期にわたる経過観察が必

要 と考える。
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